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授業概要、授業概要、授業概要、授業概要、
方針、履修方針、履修方針、履修方針、履修
上の注意上の注意上の注意上の注意

教科書・教科書・教科書・教科書・
教材教材教材教材

主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲

20
社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0

応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合） ①②③ 20

100100100100
基礎的理解基礎的理解基礎的理解基礎的理解 ①②③ 30 50 80

評価項目評価項目評価項目評価項目 50 50 0 0

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合
目標との関連目標との関連目標との関連目標との関連 定期試験定期試験定期試験定期試験 小テスト小テスト小テスト小テスト レポートレポートレポートレポート

その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・
発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物 総合評価総合評価総合評価総合評価 セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック

本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科
教育目標教育目標教育目標教育目標

＜本科教育目標＞
（3）専門的基礎知識を理解し、自ら学ぶことのできる人材を育成する

理解度を定期試
験および小テスト
で評価する。

ネットワークプロト
コルやハードウェ
アの構成を理解
し、必要なシステ
ムを考案できる。

ネットワークプロト
コルやハードウェ
アについて理解
し、説明できる。

ネットワークの基
礎知識を理解でき
る。

企業戦略や生産
管理の基礎を理
解できる。

理解度を定期試
験および小テスト
で評価する。

企業活動と生産管
理を理解し、功利
的な業務について
理解できる。

基本的な企業活
動とその業務内容
を説明できる。

基本的な企業活
動を理解できる。

対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース 必・選必・選必・選必・選 履修・学修履修・学修履修・学修履修・学修 単位数単位数単位数単位数 授業形態授業形態授業形態授業形態 授業期間授業期間授業期間授業期間

標準的な標準的な標準的な標準的な
到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）

最低限必要な最低限必要な最低限必要な最低限必要な
到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）

コンピュータの
アーキテクチャや
ソフトウェアが理
解できる。

理解度を定期試
験および小テスト
で評価する。

コンピュータアー
キテクチャやソフト
ウェアを理解し、
必要な要件を考案
できる。

基本的なコン
ピュータのアーキ
テクチャやソフト
ウェアを説明でき
る。

基本的なコン
ピュータのアーキ
テクチャやソフト
ウェアが理解でき
る。

科目目標科目目標科目目標科目目標
【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】

今日の社会では、情報技術は必須のスキルとなっている。本講義は情報技術の基礎となるハードウェア、ソフ
トウェア、ネットワーク、企業戦略の基礎を広く修得することを目標とする。
【V-D-8】セキュリティ分野では工学的活動と日常性的活動において遭遇する情報化社会特有の脅威と、それ
に対する対策を理解している。

総合評価総合評価総合評価総合評価
期末試験（40％）の定期試験と小テスト（60％）によって知識の理解、定着度を評価し、６０点以上を合格とす
る。

科科科科
目目目目
達達達達
成成成成
度度度度
目目目目
標標標標

目標目標目標目標
割合割合割合割合

科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標
達成度目標の達成度目標の達成度目標の達成度目標の

評価方法評価方法評価方法評価方法

ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリック

理想的な理想的な理想的な理想的な
到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）

ネットワークを構
成する機器とその
通信規約が理解
できる。

科目名科目名科目名科目名 メディア情報工学セミナー
英文表記英文表記英文表記英文表記

Media Information Engineering
Seminer

2017/3/92017/3/92017/3/92017/3/9
科目コード科目コード科目コード科目コード 1304

全学科 必 学修 2単位 講義 前期

教員名：　金城 篤史教員名：　金城 篤史教員名：　金城 篤史教員名：　金城 篤史
作成

技術職員名：技術職員名：技術職員名：技術職員名：



週週週週 時間時間時間時間
セルフセルフセルフセルフ
チェックチェックチェックチェック

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 2

期末 [2]
16 2
17 2
18 2

19 2

20 2
21 2
22 2
23 2
24 2
25 2
26 2
27 2
28 2
29 2
30 2

期末 [2]
60606060

①
②
③

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

備考欄備考欄備考欄備考欄

学習時間合計学習時間合計学習時間合計学習時間合計 実時間実時間実時間実時間 45454545

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間

企業とストラテジ（１）
企業とストラテジ（２） 企業経営の復習

企業の業務と戦略について学ぶ。
生産・販売管理について学ぶ

情報システム（２）

セキュリティ（１） セキュリティの復習

セキュリティ（２）

期末試験

セキュリティを学ぶ
ソフトウェアライセンスについて学ぶ
システム開発の流れを学ぶ
業務システムとマネジメントについて学ぶ

情報システム（１） システムとその開発の復習

ネットワーク（２）
ネットワーク（３） ネットワークの復習

データベース データベースの概念を学ぶ。 データベースの復習

ネットワーク（１） ネットワークをハードウェアの観点から学ぶ
ネットワークをソフトウェアの観点から学ぶ
ネットワークをソフトウェアの観点から学ぶ

ガイダンス

ハードウェア（２）

ソフトウェア

２進数
ハードウェア（１） コンピュータ５大装置について学ぶ

講義の進め方、評価方法、講義概要について説明する。
２進数、n進数の基数変換を学ぶ。 基数変換の復習

入出力装置と周辺機器について学ぶ。

基本ソフトウェア、中間ソフトウェアについて学ぶ。 ソフトとハードの復習

期末試験

授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容
自学自習自学自習自学自習自学自習

（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容


